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東
日
本
大
震
災
後
に
制
作
さ
れ
た
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
中
で
、
震

災
が
直
接
的
に
描
か
れ
る
こ
と
は
比
較
的
ま
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
未
だ

に
行
方
不
明
者
や
、
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
被
災

者
が
存
在
す
る
現
状
を
考
慮
し
、
被
害
を
受
け
た
当
事
者
の
感
情
に
制
作

者
側
が
配
慮
し
た
結
果
だ
と
い
え
る
。
多
く
の
ド
ラ
マ
は
、
例
え
ば
『
家

政
婦
の
ミ
タ
』（
日
本
テ
レ
ビ
、
二
〇
一
一
年
十
月
～
十
二
月
）
の
よ
う
に
、

震
災
を
直
接
取
り
上
げ
る
代
わ
り
に
、
身
内
を
失
っ
た
人
の
苦
し
み
に
焦

点
を
当
て
る
こ
と
で
、
間
接
的
に
震
災
に
よ
る
被
害
を
暗
示
す
る
手
法
を

取
っ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
を
直
接
扱
っ
た
数
少
な
い
ド
ラ
マ
に
お
い
て
は
、
サ

バ
イ
バ
ー
ズ
・
ギ
ル
ト
の
問
題
と
並
ん
で
復
興
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
祓
川
学
作
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
児
童
文
学
を
原

作
と
す
る
単
発
ド
ラ
マ
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
と
犬
の
チ
ョ
コ
』（
テ
レ
ビ
東
京
、

二
〇
一
五
年
三
月
十
一
日
：
福
島
テ
レ
ビ
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
十
一
日
）
で

は
、
こ
の
二
つ
の
テ
ー
マ
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
の
主
人

公
沙
衣
は
福
島
県
の
ス
パ
施
設
で
働
く
フ
ラ
ダ
ン
サ
ー
。
彼
女
の
実
家
は

原
発
の
あ
る
双
葉
町
に
あ
り
、
双
葉
町
が
震
災
後
「
警
戒
区
域
」
と
な
っ

た
こ
と
で
、
彼
女
は
愛
犬
チ
ョ
コ
を
自
宅
に
置
き
去
り
に
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
。
日
常
生
活
を
喪
失
し
た
の
は
彼
女
だ
け
で
は
な
い
。
彼
女
の
同

僚
た
ち
に
は
、
身
内
を
失
っ
て
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
・
ギ
ル
ト
に
苦
し
む
者
も

ヒ
ラ
リ
ア
・
ゴ
ス
マ
ン
氏
（
ト
リ
ー
ア
大
学
）
講
演
会

３
・
11 

フ
ク
シ
マ
︱
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
映
画
に
お
け
る
表
象

　

報
告

　
西
岡
あ
か
ね

　
　
　
　

　
ト
リ
ー
ア
大
学
（
ド
イ
ツ
）
日
本
学
科
の
ヒ
ラ
リ
ア
・
ゴ
ス
マ
ン
教
授

を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
本
講
演
は
、
日
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
映
画
を
題

材
と
し
て
、
そ
の
中
で
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
が
ど
の
様

に
描
か
れ
て
い
る
か
を
論
じ
た
。
そ
の
際
、
特
に
登
場
す
る
人
物
の
姿
や

態
度
に
着
目
し
つ
つ
分
析
す
る
こ
と
で
、
娯
楽
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
ド
ラ
マ

や
映
画
の
よ
う
な
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
原
発
事
故
を
表
象
す
る
可

能
性
と
そ
の
限
界
を
探
っ
た
。
更
に
、
分
析
の
対
象
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
テ

キ
ス
ト
の
特
性
に
鑑
み
、
何
が
ど
う
描
か
れ
て
い
る
か
は
も
ち
ろ
ん
、
何

が
欠
け
て
い
る
か
、
何
が
描
か
れ
な
い
の
か
に
も
着
目
し
て
分
析
が
進
め

ら
れ
た
。

　
ま
ず
講
演
の
冒
頭
、
ド
イ
ツ
国
内
で
起
こ
っ
た
架
空
の
原
発
事
故
を
描

い
た
、
ク
ー
ド
ル
ー
ン
・
パ
ウ
ゼ
ワ
ン
グ
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
『
雲
』

（
一
九
八
七
年
、
邦
訳
『
み
え
な
い
雲
』
高
田
由
美
子
訳
、
一
九
八
七
年
）
が

紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
小
説
は
二
〇
〇
八
年
に
映
画
化
さ
れ
て
い
る
（
日
本

公
開
は
二
〇
一
一
年
）。
こ
の
映
画
で
は
、
原
作
に
は
な
か
っ
た
恋
愛
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
、
原
発
事
故
を
大
衆
的
な

娯
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
描
く
難
し
さ
が
既
に
こ
こ
で
も
露
呈
し
て
い
る

と
い
え
る
。
し
か
し
、
同
時
に
恋
愛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
核
に
す
え
る
こ
と

で
、
受
容
者
の
感
情
に
強
く
訴
え
か
け
る
と
い
う
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
独
自

の
イ
メ
ー
ジ
伝
達
の
戦
略
も
指
摘
で
き
る
。
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い
れ
ば
、
放
射
能
汚
染
を
理
由
に
婚
約
者
の
家
族
か
ら
結
婚
に
反
対
さ
れ

て
い
る
者
も
い
る
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち
は
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
な

が
ら
も
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
復
興
の
た
め
の
努
力
を
続
け
、
ド
ラ
マ

の
ラ
ス
ト
、
ス
パ
施
設
再
開
の
日
に
す
べ
て
の
問
題
は
解
決
さ
れ
る
。
典

型
的
な
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
わ
る
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
被
災
者
を
傷
つ
け

る
こ
と
な
く
、
慰
め
、
視
聴
者
に
希
望
を
与
え
よ
う
と
す
る
製
作
者
の
意

図
を
は
っ
き
り
と
示
す
と
共
に
、
ド
ラ
マ
で
原
発
事
故
を
描
く
限
界
も
露

呈
し
て
い
る
。
事
実
、
こ
の
ド
ラ
マ
で
は
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
は

描
か
れ
て
い
る
が
、
原
発
そ
の
も
の
や
放
射
能
汚
染
の
危
険
性
に
は
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
原
発
事
故
を
直
接
扱
わ
な
い
の
は
、
視
聴
者
の
心

理
を
忖
度
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
配
慮
が
必
要
な
た

め
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
映
画
も
ま
た
、
原
発
を
扱
お
う
と
し
て
も
資
金

集
め
が
困
難
な
現
実
が
あ
り
、
メ
ジ
ャ
ー
作
品
は
制
作
さ
れ
て
い
な
い

が
、
い
く
つ
か
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
が
原
発
事
故
の
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
映
画
の
多
く
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
形
を

取
っ
て
お
り
、
娯
楽
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ス
ト
ー

リ
ー
映
画
は
少
な
い
。
そ
の
数
少
な
い
例
が
園
子
温
監
督
の『
希
望
の
国
』

（
二
〇
一
二
年
）
と
太
田
隆
文
監
督
の
『
朝
日
の
あ
た
る
家
』（
二
〇
一
三

年
）
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は
い
ず
れ
も
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を

受
け
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
で
は
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
原

発
の
危
険
性
を
訴
え
て
い
る
が
、
両
者
と
も
に
現
実
に
起
っ
た
福
島
原

発
事
故
を
直
接
取
り
上
げ
て
は
い
な
い
。
ど
ち
ら
の
映
画
も
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
形
を
取
り
、
福
島
原
発
後
の
日
本
で
再
び
起
こ
っ
た
架
空
の
原
発
事

故
を
テ
ー
マ
に
、
事
故
の
た
め
に
日
常
生
活
を
失
い
、
崩
壊
し
て
ゆ
く
家

族
の
悲
劇
を
描
い
て
い
る
。
二
つ
の
映
画
は
、
近
未
来
を
舞
台
に
一
種
の

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
提
示
し
て
見
せ
る
こ
と
で
、
福
島
原
発
事
故
の
教
訓
が

受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
事
実
を
批
判
的
に
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
試
み

は
、
既
に
起
こ
っ
た
現
実
の
事
故
の
経
過
を
追
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

手
法
と
は
異
な
り
、
近
未
来
に
再
び
あ
る
か
も
し
れ
な
い
事
故
を
描
く
こ

と
で
、
今
は
日
常
生
活
の
安
全
性
に
疑
問
を
抱
い
て
い
な
い
観
客
に
、
原

発
事
故
の
可
能
性
や
恐
怖
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
の

悲
劇
と
い
う
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
で
も
両
者
は

共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
原
発
の
描
き
方
は
、
一
方
で
娯
楽
映
画
の
限

界
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
他
方
で
、
観
客
の
感
情
に
強
く

訴
え
か
け
る
こ
と
で
、
原
発
の
危
険
性
を
直
接
体
感
さ
せ
る
効
果
も
あ
げ

て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
映
画
の
メ
ロ
ド
ラ
マ
的

手
法
は
、
娯
楽
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
映
画
の
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、

原
発
事
故
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
容
者
に
伝
達
し
得
て
い

る
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。二

〇
一
八
年
十
月
十
一
日
（
木
）




